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今号のおもな記事

竹俣多聞さん（左）と父の正三さん

美濃春香さん（左）と母の恵子さん

平
成
29
年
１
月
１
日
号

登檣礼で出航の挨拶をする実習生たち

石井大臣

奥船長

大山泰知さん（右）と母の知恵さん

若
い
力
が
支
え
る
海
運
の
未
来

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
12
月
10

日
、
帆
船
「
日
本
丸
」
の
後

部
甲
板
上
で
、
出
航
式
が
行

わ
れ
た
。
実
習
生
は
、
全
国

５
つ
の
商
船
系
高
等
専
門
学

校
（
富
山
、
鳥
羽
、
広
島
、

弓
削
、
大
島
）
の
４
年
生
１

１
０
名
（
う
ち
女
子
は
11

名
）
。
冬
の
北
太
平
洋
の
荒

波
を
超
え
カ
ウ
ア
イ
島
ナ
ウ

ィ
リ
ウ
ィ
リ
、
オ
ア
フ
島
ホ

ノ
ル
ル
へ
の
寄
港
を
へ
て
、

２
０
１
７
年
２
月
８
日
、
東

京
港
に
帰
港
す
る
予
定
だ
。

　

出
航
式
を
前
に
、
実
習
生

が
家
族
や
友
人
ら
と
し
ば
し

の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

　

大
山
泰
知
さ
ん
（
広
島
商

船
高
専
）
は
香
川
県
か
ら
駆

け
つ
け
た
母
親
の
知
恵
さ
ん

と
記
念
撮
影
に
臨
ん
だ
。「
こ

れ
ま
で
の
訓
練
で
自
信
が
つ

　

“
太
平
洋
の
白
鳥
”
が
ハ
ワ
イ
へ
向
け
て
羽
ば
た
い

た
――
。

　

12
月
10
日
午
後
２
時
、
海
技
教
育
機
構
の
練
習
帆
船

「
日
本
丸
」
が
、
実
習
生
１
１
０
名
を
乗
せ
て
ハ
ワ
イ

へ
向
け
て
遠
洋
航
海
に
出
航
し
た
。
出
航
式
に
は
、
石

井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
も
臨
席
し
、
激
励
し
た
。

　
「
日
本
丸
」は
、ナ
ウ
ィ
リ
ウ
ィ
リ（
カ
ウ
ア
イ
島
）、

ホ
ノ
ル
ル
（
オ
ア
フ
島
）
に
寄
港
し
、
２
０
１
７
年
２

月
８
日
、
東
京
に
帰
港
す
る
。

�

（
６
～
７
、
12
面
に
特
集
記
事
）

き
ま
し
た
。頑
張
り
ま
す
」と

語
る
泰
知
さ
ん
に
、
知
恵
さ

ん
が
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　

竹
俣
多
聞
さ
ん
（
同
）
の

父
の
正
三
さ
ん
も
、
広
島
商

船
高
専
の
出
身
で「
日
本
丸
」

で
実
習
を
受
け
た
。
居
室
は

偶
然
、
多
聞
さ
ん
と
同
じ
だ

っ
た
と
い
う
。
「
感
無
量
で

す
」
と
正
三
さ
ん
。
多
聞
さ

ん
は
「
身
が
引
き
締
ま
り
ま

す
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

美
濃
春
香
さ
ん（
同
）は
広

島
か
ら
見
送
り
に
来
た
母
の

恵
子
さ
ん
と
敬
礼
で
ポ
ー
ズ

を
決
め
た
。
「
緊
張
感
を
持

っ
て
訓
練
に
臨
み
、
成
長
し

た
い
」
と
い
う
春
香
さ
ん
に

「
応
援
し
て
い
ま
す
」と
恵
子

さ
ん
が
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

出
航
式
に
は
石
井
国
土
交

通
大
臣
が
臨
席
し
、「
皆
さ
ん

は
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支
え

る
優
秀
な
船
員
に
な
っ
て
い

か
れ
る
。
我
が
国
の
海
運
を

担
う
た
め
に
は
、
常
に
誇
り

と
や
り
が
い
を
も
っ
て
訓
練

に
励
み
、
さ
ら
な
る
研
さ
ん

に
努
め
、
一
回
り
も
二
回
り

も
大
き
く
な
っ
て
帰
港
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
訓
示
を
述
べ
、激
励
し
た
。

　

「
日
本
丸
」
の
奥
知
樹
船

長
は
、
「
こ
れ
か
ら
我
々
が

渡
る
海
は
、
冬
の
厳
し
い
荒

れ
狂
う
北
太
平
洋
で
あ
る
。

司
馬
遼
太
郎
は
著
書
の
中

で
、
自
然
の
中
で
訓
練
に
よ

っ
て
自
己
を
作
る
こ
と
の
意

義
を
説
い
て
い
る
。
日
本
丸

で
太
平
洋
を
渡
る
こ
と
は
自

己
を
確
立
す
る
た
め
に
最
も

適
し
た
場
所
の
一
つ
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
気
遣
い
な

が
ら
、
一
つ
の
家
族
と
し
て

こ
の
航
海
を
成
就
す
る
こ
と

を
胸
に
、
一
意
専
心
の
気
持

ち
で
こ
の
航
海
に
臨
む
」
と

出
航
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

午
後
２
時
、
「
日
本
丸
」

が
静
か
に
離
岸
す
る
と
、
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
登
檣
礼
が

始
ま
っ
た
。
裸
足
で
マ
ス
ト

を
登
る
実
習
生
。
多
数
の
立

候
補
者
の
中
か
ら
選
挙
に
よ

っ
て
選
ば
れ
た
チ
ア
リ
ー
ダ

ー
の
号
令
で
、
一
斉
に
「
ご

き
げ
ん
よ
ー
!!
」
と
帽
子
を

掲
げ
る
と
、
岸
壁
か
ら
大
き

な
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
元
旦
。
「
日

本
丸
」
は
ハ
ワ
イ
を
目
前
に

新
し
い
年
を
迎
え
る
。 海事広報ホームページ http://www.kaijipr.or.jp

Eメール　kaijo-no-tomo@kaijipr.or.jp
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面
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面
海
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担
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メ
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セ
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面
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面

庄
司

先
生

商
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大
出
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の
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面

１２
面
さ
か
な
ク
ン
が
ナ
ビ
オ
ス
に

会
長　

芦
田
昭
充

日
本
海
事

広
報
協
会

特
集 

「
日
本
丸
」が
育
む
船
員
魂

東
京
湾
で
合
同
消
防
演
習
東

京

消
防
庁


